
1 

 

情報共有ツール『はこだて医療・介護連携サマリー』 

今後の試験運用の展開方法及び正式運用，スケジュール等について 

 

1 情報共有ツールの本格運用までの具体的なスケジュール 

 

(1)11/1～新書式での試験運用を開始 

・現在の試験運用協力機関には情報ツール作業部会終了後から新書式の説明を行い 11/1から新書

式での試験運用をスタート。 

・11/7 の函館市医療・介護連携推進協議会終了後，５団体（イカリング，居宅連協，包括連協，

訪看連協，老施協）を通して試験運用の協力機関拡大を募り，試験運用に参加してもらう。 

 

(2)新書式試験運用アセスメント 

・協力機関ヒアリング等は２月頭に実施。 

・２月の部会，推進協議会を経た後，説明会を開催。 

 

(3)正式運用に向けた説明会（テレシアター） 

・２～３月の間に説明会実施。具体的な方法は今後調整。 

 

(4)正式運用開始 

・説明会終了後の３月に開始。 
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2 運用のタイムスケジュール 

 

 

 

 

 

2017 
 

2月 

・コアメンバー会議 
 ・各関係団体との協議の上で「応用ツール」の完成 
 ・試験運用施設の選定 
 ・「はこだて入退院支援連携ガイド」との連携協議 
 ・試験運用アセスメントについてのセンターとの協議 

3月 
●情報共有ツール作業部会の開催 
 ・上旬 全ツール様式，活用マニュアル完成の上で 4月から試験運用施設へ説明+依頼 
 ・「情報共有ツール作業部会」において，各関係団体へ事前周知 

4月 
■【情報共有ツール】『はこだて医療・介護連携サマリー』 試験運用の実施 
 ・試験実施機関を拡大可能施設等への説明+依頼 

5月 
●函館市医療・介護連携推進協議会 
 ・試験実施機関を拡大し在宅・施設含めた全場面での試験実施 

7月 
●情報共有ツール作業部会の開催 (第 1回 試験運用アセスメントの実施) 

10月 
●情報共有ツール作業部会の開催 (第２回 試験運用アセスメントの実施) 

●『はこだて医療・介護連携サマリー（修正後）』の承認 

11月 
●『はこだて医療・介護連携サマリー（修正後）』試験運用の実施 

・試験実施機関を拡大しつつ試験運用を継続 

2月 
●情報共有ツール作業部会の開催 (第３回 試験運用アセスメントの実施) 

●函館市医療・介護連携推進協議会において正式運用の承認 

3月 
■【情報共有ツール】『はこだて医療・介護連携サマリー』 正式運用の開始 
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